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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　平成 30 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画に掲げた「町民が自信と
誇りが持てる町づくり」を目指し、観光交流
人口の拡大や防災力の強化、一次産業の活性
化等、能登町創生をさらに推し進める予算と
なっています。
　一般会計で 31 億 1,000 万円増（21.1% 増）
の総額 178 億 7,300 万円（うち新統合庁舎
および総合支所に関する予算額は 25 億 1,210
万円）となりました。

歳入では、町税が前年度並みの 16億
1,815 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 40％を占める地方交付税に
ついては、合併算定替の縮減により、前年度
比 1 億 3,900 万円減の 70 億 2,000 万円を
見込んでいます。
　使用料及び手数料については、インター
ネット使用料や住宅使用料が増加したことに
より、63万円増の 3億 6,341 万円を見込ん
でいます。
　国庫支出金・県支出金については、社会保
障・税番号制制度システム整備事業や都市計
画事業などの増により、1,177 万円増の合計
17億 7,938 万円を見込んでいます。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附金（ふ
るさと納税）など、　前年度並みの 2億 10
万円を見込んでいます。
　繰入金は、庁舎建設基金や減債基金など

の繰入により、12 億 4,629 万円増の 13 億
6,654 万円となりました。
　町債においては、新統合庁舎整備事業や海
洋教育センター整備事業、県営ほ場整備事
業などにより、19 億 5,280 万円増の 47 億
4,950 万円となりました。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 62億 8,872

万円となり全体の約 35％を占めました。そ
のうち人件費については、消防団員報酬見
直しなどにより 3,964 万円増の 20億 7,591
万円となっています。
　公債費は、地方債残高を減少させるための
繰上償還金 9億 1,229 万円を見込むなど、6
億 8,326 万円増の 30 億 9,050 万円となり
ました。
　普通建設事業費は、衛生センター施設改良
事業や小間生公民館整備事業が終了しました
が、新統合庁舎整備事業や海洋教育センター
整備事業、小木地区都市再生整備事業などに
より、前年度比 23 億 5,298 万円増の 52 億
2,262 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、ま
ちなか鳳雛塾運営や遊休施設の解体などによ
る物件費の増、民間宿泊施設魅力向上支援事
業やイカ釣り船団応援事業による補助費の増
などにより、前年度より 5,788 万円増の総
額 63億 2,939 万円となりました。
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▲178億7,  300万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

歳出（目的別）

（前年度比 31 億 1,000 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 29 年度末（見込） 平成 30 年度（見込）

一般会計 　　216 億 6341 万 6 千円 　　234 億 4404 万 6 千円
特別会計 　　085 億 7445 万 7 千円 　　082 億 5186 万 1 千円
企業会計 　　 47 億 6356 万 6 千円 　　 45 億 9037 万 2 千円

計 　　350 億 0143 万 9 千円 　　362 億 8627 万 9 千円
※簡易水道特別会計分の地方債残高は、特別会計より企業会計に移管

◆基金総額
区分 平成 29 年度末（見込） 平成 30 年度（見込）

一般会計 　　  71 億 6052 万 9 千円 　　 58 億 5709 万 3 千円

◆財政指標の推移

H26 H27

町税
16億1815万1千円（9.1％）

使用料及び手数料
3億6341万1千円（2.0％）

諸収入・その他
3億389万8千円

（1.7％）地方交付税
70億2000万円

（39.3％）
国庫支出金
11億2091万3千円（6.3％）

県支出金
6億5846万9千円

（3.7%）

町債
47億4950万円

（26.6%）

その他
5840万円（0.2%）

分担金及び負担金
1億4231万9千円

（0.8％）

繰入金
13億6653万9千
円（7.7％）地方譲与税

1億5980万円（0.9％）

地方消費税交付金
3億1160万円（1.7％）

依存財源
（78.7%）

自主財源
（21.3%）

人件費
20億7590万9千円

（11.6％） 扶助費
11億2231万3千円

（6.3％）

公債費
30億9049万6千円

（17.3％）

普通建設事業費
52億2261万7千円

（29.2％）
災害復旧事業費
227万2千円（0.0％）

物件費
18億9055万7千円

（10.6％）

維持補修費
2億8410万1千円

（1.6％）

補助費等
22億4221万3千円

（12.5%）

積立金
6310万1千円

（0.4%）

繰出金
16億8556万6千円

（9.4%）

その他
3324万円（0.2%）

義務的
経費

（35.2%）
投資的
経費

（29.2%）

消費的
経費

（35.4%）

投資及び出資金
1億6061万5千円

（0.9%）

総務費
48億6838万9千円

（27.2％）

民生費
28億3368万9千円

（15.9％）

衛生費
15億9259万4千円

（8.9％）
労働費
3480万1千円

（0.2％）

農林水産業費
10億3874万4千円

（5.8％）

商工費
3億9258万7千円

（2.2％）

土木費
22億2323万6千円

（12.4％）消防費
6億2054万9千円

（3.5％）

教育費
10億3637万8千円

（5.8％）

公債費
30億9049万6千円

（17.3％）

災害復旧費
227万2千円

（0.0％）

議会費
1億926万4千円

（0.6％）

その他
3000万1千円

（0.2％）
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ぶ
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０
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光
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０
０
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光
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０
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０
２
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０
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０
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事
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入
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な

ど
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
し
た
設
備
を
更
新

農
地
保
全
対
策
支
援
事
業

８
，
０
０
０
千
円

▽
農
業
用
機
械
取
得
補
助
…
対
象

と
な
る
農
業
用
機
械
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
認
定
新
規
就
農
者
等

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

多
様
化
す
る
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
。
▽
九
十
九
湾
で
運
行
予

定
の
遊
覧
船
を
整
備

区分 予算額 増減
一般会計　　　　　① 178億7300万円 21.1％

特別会計　　　　　② 069億4659万円 △7.0％

国民健康保険 026億4809万5千円 △13.9％

保険事業勘定 026億4253万9千円 △13.9％

直営診療施設勘定 000億0555万6千円 △13.8％

後期高齢者医療 003億1633万2千円 9.1％

介護保険 027億7663万7千円 △5.9％

保険事業勘定 027億6390万1千円 △5.7％

サービス事業勘定 000億1273万6千円 △39.1％

公共下水道事業 006億4787万8千円 3.7％

農業集落排水事業 004億3298万8千円 4.2％

漁業集落排水事業 000億4857万6千円 10.5％

浄化槽整備推進事業 000億7608万4千円 3.2％

企業会計　　　　　③  44 億 2435 万円 2.8％

水道事業会計 013億7863万2千円 5.5％

収益的支出 007億1651万円 0.1％

資本的支出 006億6212万2千円 12.1％

病院事業会計 030億4571万8千円 1.7％

収益的支出 026億4398万6千円 2.0％

資本的支出 004億173万2千円 △0.2％

①②③合計 292億4394万円 10.2％

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

８
１
，
４
１
７
千
円

▽
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
…
窓

口
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
。
65
歳

以
上
の
対
象
者
の
助
成
金
に
つ
い

て
町
内
医
療
機
関
に
限
り
自
動
償

環
と
す
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業

１
６
，
０
０
０
千
円

▽
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
を
対

象
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
週
２
回
提
供
す
る
ほ
か
安

否
確
認
を
行
う
。

学
童
保
育
事
業２

５
，
４
３
１
千
円

▽
「
く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
再

開
設
し
学
童
施
設
が
4
か
所
に
。

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
。

公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費

１
1
３
，
３
６
６
千
円

▽
し
ら
さ
ぎ
、
ひ
ば
り
、
鵜
川
の

3
園
の
非
常
通
報
装
置
を
更
新
し

子
ど
も
の
安
全
を
図
る
ほ
か
、
園

庭
な
ど
の
保
育
施
設
を
改
修
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

母
子
保
健
推
進
事
業

１
３
，
６
５
５
千
円

▽
特
定
不
妊
治
療
助
成
を
充
実
さ

せ
、
40
歳
未
満
の
方
の
7
回
目
以

降
の
治
療
費
を
町
単
独
で
助
成
す

る
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
９
８
３
千
円

▽
産
婦
へ
の
助
産
師
な
ど
に
よ
る

訪
問
型
ケ
ア
「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
ふ
る

さ
と
自
慢
料
理
レ
シ
ピ
を
を
制
作

し
食
育
を
推
進
。
赤
ち
ゃ
ん
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
た
に
２
ヶ
所
新

設
す
る
。
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⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、
ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

４
３
，
０
４
５
千
円

▽
制
服
購
入
や
通
学
補
助
な
ど
こ

れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
、
国
の
地

域
力
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

活
用
し
事
業
の
充
実
を
図
る

海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

5
０
５
，
５
６
７
千
円

▽
金
沢
大
学
海
洋
生
物
資
源
コ
ー

ス
の
研
究
拠
点
と
し
て
、
越
坂
地

内
に
研
究
棟
や
海
水
取
水
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
。

ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
整
備
事
業

９
，
７
２
４
千
円

▽
操
船
具
類
13
点
の
保
存
修
理
を

実
施

中
谷
家
住
宅
保
存
活
用
事
業

３
，
８
４
３
千
円

▽
県
指
定
文
化
財
の
中
谷
家
住
宅

の
保
存
、
活
用
の
た
め
の
調
査
な

ど
実
施
す
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業

5
０
０
千
円

▽
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
引
き
続
き
支
援
す

る

定
住
促
進
事
業３

１
，
３
０
９
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る
定

住
促
進
協
議
会
を
引
き
続
き
設

置
。
移
住
者
の
新
築
住
宅
購
入
の

助
成
金
額
の
拡
充
や
実
家
等
改
築

で
の
補
助
率
を
拡
充
し
定
住
者
増

を
目
指
す

定
住
促
進
助
成
金１

，
０
０
０
千
円

▽
助
成
対
象
者
を
公
務
員
以
外
に

拡
充
。
新
規
学
卒
者
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
な
ど
が
町
内
企
業
等
に
雇
用

さ
れ
た
場
合
、
申
請
年
と
翌
年
の

2
カ
年
、
各
5
万
円
を
助
成

（
仮
称
）
の
と
未
来
会
議９

１
１
千
円

▽
講
師
を
招
き
次
代
を
担
う
若
手

の
人
材
を
育
成
。
未
来
の
町
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
実

施
す
る

内
浦
長
尾
集
会
所
整
備
事
業

４
７
，
８
７
４
千
円

▽
内
浦
長
尾
地
区
に
集
会
所
を
整
備

議
会
広
報
発
行
費１

，
４
９
４
千
円

▽
議
会
だ
よ
り
発
行
費
用
。
12
頁

か
ら
16
頁
に
紙
面
を
拡
充

新
統
合
庁
舎
整
備
事
業

１
，
８
７
０
，
２
５
６
千
円

▽
工
事
請
負
費
、庁
舎
備
品
整
理
・

移
転
計
画
策
定
費
な
ど
。
平
成
31

年
11
月
竣
工
を
目
指
す

柳
田
総
合
支
所
整
備
事
業

２
３
８
，
１
６
７
千
円

▽
支
所
建
築
工
事
費
な
ど
。
現
庁

舎
後
方
の
庁
舎
倉
庫
を
一
部
解
体

し
て
建
築
予
定
。
ま
た
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
の
改
修
も
実
施

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み
続       

　

け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

内
浦
総
合
支
所
整
備
事
業

４
２
８
，
３
１
４
千
円

▽
支
所
建
築
工
事
費
な
ど
。
内
浦

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
、
松
波

公
民
館
と
合
築
し
た
内
浦
総
合
支

所
を
建
築

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金

１
０
１
，
４
３
６
千
円

▽
コ
ン
ビ
ニ
収
納
対
応
へ
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
用

　飼い主には、法律により犬の登録が義務づけられています。
町内を巡回し、犬の登録事務と狂犬病予防接種をしますので、
最寄りの会場で受けてください。

問住民課（環境対策）☎ 62-8507

　 注射会場に持参するもの
登録済みの犬

・案内はがき…4 月上旬に送付し　
ますので、押印してお持ちください。

・注射代金…1 頭につき 3,100 円
新規登録の犬

・印鑑
・登録料…1 頭につき 3,000 円
・注射料金…1 頭につき 3,100 円
その他

・多少天候が悪くても実施します。
時間厳守でお集まりください。

・犬の健康状態が良くない場合は、
注射前に受付係員に申し出てくださ
い。

・お釣りがでないようにご協力くだ
さい。

　犬の登録について
登録条件
　生後 91 日以後の犬が対象です。
登録内容
　飼い主の住所・氏名、犬の種類・
名前・生年月日など。登録内容に変
更があったときも届出が必要です。

日　程 時　間 会　場

  4 月

19 日㊍

09:30 ～ 09:50 町立高倉公民館前
10:00 ～ 10:20 旧九十九湾小木駅駐車場
10:30 ～ 10:50 町立白丸公民館前
11:00 ～ 11:15 秋吉あまめはぎ公園
11:25 ～ 11:40 町立不動寺公民館前
13:20 ～ 13:30 小間生地区生活改善センター前
13:45 ～ 13:55 寺五地区生活改善センター前
14:00 ～ 14:15 おおぞら農協旧斉和支所前

20 日㊎

09:30 ～ 09:40 宮地生活改善センター前
09:50 ～ 10:05 旧瑞穂小・中学校前
10:10 ～ 10:20 町立鵜川公民館前
10:25 ～ 10:35 町立三波公民館前
10:40 ～ 10:50 藤波集会所前
10:55 ～ 11:15 上野喜八商店旧藤波給油所前
11:35 ～ 11:45 おおぞら農協旧神野事業所前
13:00 ～ 13:15 町立上町保育所横
13:25 ～ 13:45 柳田山村開発センター前
14:00 ～ 14:10 町立岩井戸公民館前

22 日㊐

09:30 ～ 09:50 柳田体育館前
10:10 ～ 10:40 町立松波公民館前
11:00 ～ 11:30 役場小木支所前
13:00 ～ 14:00 役場能都庁舎前

　 巡回日程表

　の登録・　　　    予防注射
狂犬病予防は飼い主の義務です

犬 狂犬病

工事中の統合庁舎

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
2月15日～3月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
平成 29 年度　地方創生道整備推進交付金事業　町道 1 級
柳田国光 1 号線　道路改良工事（その 2）

柳田・国
光 建設課 12,636,000 円 ㈲吉田土建

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金　小木地区都市再
生整備計画事業　地域交流センター　地質調査業務 小木 建設課 6,048,000 円 興信工業㈱

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道 1 級石
井鈴ヶ嶺 1 号線（寺地橋）　橋梁補修設計業務 石井 建設課 5,562,000 円 ナチュラルコン

サルタント㈱
平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　水道施設等
耐震化事業　舗装本復旧工事（鵜川地内） 鵜川 上下水

道課 10,044,000 円 丸建道路㈱

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道内浦長
尾 1 号線　道路改良工事（舗装工） 内浦長尾 建設課 9,666,000 円 ㈱ソテック



助成対象者
　町内に住所を有する新規学卒者や住所を有して
から 1 年以内のＵターン者・Ｉターン者を雇用す
る町内に事業所を持つ企業・団体
助成条件
①雇用者を 1 年以上雇用する計画がある企業・団
体（交付は 7 カ月目から）
②雇用者の勤務地が町内であること
③雇用者が正社員と同等の雇用で、雇用保険適用・
社会保険、健康保険に加入していること
④対象労働者は 18 歳以上であること
助成金額　1 人につき、月額基本給の 1/3
　　　　　最大 5 万円× 6 カ月分

助成対象者
　Ｕターン者・Ｉターン者および新規学卒者で、町
内外に勤務している個人に対して、雇用され 1 年を
経過する人。ただし、公務員は対象外です。
助成条件
　定住促進緊急助成金の対象になってから 2 年以
上、町内に定住する意志のある人
助成金額 10 万円

（申請年度末 5 万円、翌年度末 5 万円）

Ｕ・Ｉターン者と新規学卒者の雇用確保のため、
給与の一部を助成し、定住を促進

助成条件
Ｕターン・Ｉターン者で、自らが定住すること
助成対象者　U・I ターン者
助成金額
①新築住宅助成金　最大 200 万円
②中古住宅改築助成金（購入して入居）

改築工事費の 1/2・最大 100 万円
③中古住宅改築助成金
　( 賃貸での入居）
　　改築工事費の 1/2・最大 50 万円
④実家等改築助成金
　　　　　改築工事費の 1/2・最大 50 万円
　その他、申請者を除く、転入する家族 1 人につき
助成金を 10 万円加算します。

補助条件
①新事業所等の開設に必要となる資金に充てるた
め、町内の金融機関から融資を受けること
②町に住所を有している人で、かつ、生活の実態
があること（見込みの者を含む）
補助金額
①「新事業所等の開設、拡充や拡大等に要する経
費の 1/2 に相当する額」または「融資額」のいず
れか少ない金額　最大 300 万円
②対象融資の利息の 1/2 に相当する額　最大 10
万円（利息補助期間は 3 年間、最大 30 万円）

発展性を持って創業・事業継承する人を応援

　　　

当
分
の
間
住
む
予
定
が
無
い
家
や
、

も
う
住
ま
な
い
の
で
売
り
た
い
家
を
お

持
ち
の
方
は
、
能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き

家
情
報
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
能
登
町

へ
の
移
住
者
へ
家
を
貸
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
に
風
を
通
し
あ
な
た
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
空
き
家
を
長
持
ち
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
家
に
荷
物
が
あ
る
か
ら
貸
せ
な
い
」

と
考
え
て
い
る
方
は
、
家
財
道
具
等
処

分
助
成
金
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
処

分
に
か
か
っ
た
費
用
の
2
分
の
1
以

内
、最
大
10
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

不
要
品
は
、
家
の
傷
み
の
発
見
を
遅
ら

せ
た
り
、
湿
気
を
蔓
延
さ
せ
木
材
の
老

朽
化
が
加
速
し
て
、
家
自
体
の
寿
命
を

縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
、
深

刻
な
問
題
で
す
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
衰
退
さ
せ
、
生
活
に
必
要
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
、
暮
ら
し
全
般
が
不
便
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
私
た
ち
が
ず
っ
と

能
登
町
に
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
、

そ
し
て
あ
な
た
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

さ
と
を
守
る
た
め
に
、
能
登
町
は
、
人

と
人
と
の
交
流
を
深
め
、
賑
わ
い
を
創

出
し
、
能
登
町
で
暮
ら
す
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に

民
間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
「
能
登
町

定
住
促
進
協
議
会
」
が
、
移
住
者
の
総

合
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
３
２

　

町
定
住
促
進
協
議
会

　
　
　
　

☎
（
62
）
０
２
６
０

　
「
家
が
古
い
か
ら
」「
長
く
は
貸
せ
な

い
か
ら
」
と
お
考
え
の
方
も
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き
家
情
報

　

http://notolife.com
/
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◆ふるさと定住住宅助成金
町内への定住・移住を促進し、地域活性化

◆創業・継承支援事業補助金

◆定住促進助成金◆雇用促進助成金

新築 200 万円
に拡大！

・地域資源活用ビジネス支援事業
補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
①地域資源等を活用した特産品開発・販路開拓・
地域ブランドの創出支援
②地域資源等を活用した観光地・魅力拡大・観光
地づくり
補助金額
　補助対象経費の 2/3 以内・最大 50 万円
　　※能登町農林水産物加工開発センター利用
　　　加算あり（2/3 以内・最大 5 万円）

・地域資源活用ビジネス可能性
調査支援事業

補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
　地域資源等を活用した新技術・新商品開発に向
けた可能性調査
補助金額
　最大 20 万円

公募期間
4 月 10 日㊋～ 5 月 10 日㊍まで

◆産業育成・活性化支援事業

地域資源を活用した事業や、独自性の高い
アイデアでの新しいビジネス展開を支援

◆
民
間
宿
泊
施
設
魅
力
向
上
支
援
事
業

新 制 度
　多様な宿泊ニーズに対応し、町
の魅力を高めようとする取組（宿
泊施設の改修などの設備投資）に
要する経費の一部を補助します。

補助対象者
　町内でホテル営業、旅館営業、簡易宿
所営業（民宿、ペンション、ユースホス
テルに限る）を営む者。
補助対象経費
①施設改修費
建物と一体となった建築工事・改装等

②備品購入費　※備品類は原則補助対象
外。ただし、事業で使うベッド、イス、テー
ブル、喫煙集塵脱臭機、食洗機は対象。
補助金額
　補助対象経費の 1/2・1 施設最大 300
万円（他補助金との重複は不可）
対象期間
　平成 30 年度から平成 32 年度（対象年
度内に工事着手または備品購入するもの）
その他
　工事契約や備品購入契約は町内の事業
者・店舗と行うこと。

（例）入浴施設整備、ボイラーや温泉用モー
ター、ろ過装置等の設備改修、トイレ洋
式化、洗面所や厨房等のリニューアル、
喫煙所空間整備、照明 LED 工事、外壁改修、
看板（英語・中国語表記必須）、客室改装、
昇降機、LAN 設備、Wifi 環境整備など

問ふるさと振興課☎（62）8532

ず
っ
と
能
登
町
に
住
み
続
け
る
た
め
に

空
き
家
情
報
に

登
録
し
ま
し
ょ
う
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■
課
長
級

▽
田
代
信
夫
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

長
兼
地
域
戦
略
推
進
室
長
）
▽
長

尾
淳
浩
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
藤

田
彦
人
（
住
民
課
長
）
▽
五
田
秀

綱
（
農
林
水
産
課
長
農
業
委
員
会

事
務
局
長
併
任
）▽
角
谷
重
弘（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
兄
後

修
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼

中
央
図
書
館
長
兼
コ
ン
セ
ー
ル
の

と
施
設
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
向
井
豊
人
（
総
務
課
長
補
佐
兼

危
機
管
理
室
長
兼
庁
舎
建
設
室
課

長
補
佐
）
▽
鏡
島
敏
雄
（
総
務
課

庁
舎
建
設
室
長
）▽
諸
角
勝
則（
企

画
財
政
課
長
補
佐
兼
総
務
課
庁
舎

建
設
室
課
長
補
佐
）
▽
中
橋
俊
紀

（
税
務
課
長
補
佐
）
▽
今
井
久
幸

（
監
理
課
長
補
佐
兼
総
務
課
庁
舎

建
設
室
課
長
補
佐
）
▽
小
川
勝
則

（
広
報
情
報
推
進
課
長
補
佐
兼
総

務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）
▽

下
野
景
子
（
住
民
課
長
補
佐
兼
総

務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）
▽

橋
本
直
博
（
住
民
課
長
補
佐
）
▽

大
鷲
久
仁
子
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
）
▽
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課

長
補
佐
）
▽
吉
村
泰
輝
（
農
林
水

産
課
長
補
佐
）▽
福
田
す
み
子（
農

林
水
産
課
長
補
佐
）
▽
辻　

正
幸

（
農
林
水
産
課
長
補
佐
）
▽
垣
内

芳
明
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
▽

真
智
芳
郎（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）

▽
佐
藤
美
智
子
（
教
育
委
員
会
事

務
局
課
長
補
佐
）▽
石
崎
宏
子（
教

育
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
▽

室
石
英
明
（
教
育
委
員
会
事
務
局

課
長
補
佐（
柳
田
星
の
観
察
館「
満

天
星
」））
▽
打
合
い
ず
み
（
教
育

委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
（
宇
出

津
公
民
館
））

■
主
幹
級

▽
浜
谷
真
由
美
（
議
会
事
務
局
主

幹
総
務
課
庁
舎
建
設
室
主
幹
併

任
）
▽
千
場
か
お
り
（
総
務
課
主

幹
）
▽
大
平
哲
也
（
総
務
課
主
幹

兼
危
機
管
理
室
主
幹
）
▽
八
幡
美

雪
（
総
務
課
主
幹
）
▽
槻　

泰
成

（
総
務
課
主
幹
兼
危
機
管
理
室
主

療
科
長
兼
透
析
室
長
兼
内
科
医

長
）
▽
中
川
慎
太
郎
（
医
局
長
兼

整
形
外
科
医
長
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
医
長
）
▽
瀬
戸
啓
太
郎

（
検
診
科
医
長
兼
外
科
医
長
）

■
医
療
技
師

▽
青
木
一
修（
臨
床
検
査
技
師
長
）

▽
洲
崎
久
美（
主
任
理
学
療
法
士
）

■
看
護
師

▽
中
町
律
子
（
総
看
護
師
長
）
▽

中
瀬
洋
子
（
副
総
看
護
師
長
）
▽

桶
谷
幸
子
（
副
総
看
護
師
長
）
▽

谷
内
ユ
リ
子
（
看
護
師
長
）
▽
宗

田
ま
ゆ
み
（
主
任
看
護
師
）
▽
日

吉
山
博
美
（
主
任
看
護
師
）

■
派
遣

▽
南
山
寛
幸
（
税
務
課
主
幹
（
奥

能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

派
遣
））
▽
田
中
嘉
人
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
係
長
（
宮
崎
県
小
林
市

派
遣
））
▽
岩
池
彩
海
（
総
務
課

主
事
（
石
川
県
総
務
部
市
町
支
援

課
派
遣
））

■
派
遣
更
新

▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
係
長
（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期
間
更

新
））
▽
小
川
直
美
（
健
康
福
祉

課
主
幹
（
石
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
期
間
更
新
））

■
新
規
採
用

▽
斉
藤　

駿（
総
務
課
主
事
兼
危

機
管
理
室
主
事
）▽
成
山　

慧（
企

画
財
政
課
主
事
）
▽
堂
前
菜
々
加

（
健
康
福
祉
課
主
事
）
▽
橋
本
百

合（
健
康
福
祉
課
技
師
）
▽
奥
野

立
樹（
農
林
水
産
課
主
事
）
▽
田

口
莉
都（
教
育
委
員
会
事
務
局
学

芸
員（
柳
田
星
の
観
察
館「
満
天

星
」））
▽
石
渕
ひ
か
り（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
事
務
局
主
事
）
▽

谷
内
由
紀
子（
ひ
ば
り
保
育
所
保

育
士
）
▽
天
幸
佐
織（
柳
田
保
育

所
保
育
士
）
▽
東　

世
宗（
上
下

水
道
課
五
十
里
浄
水
場
労
務
職

員
）
▽
川
崎
裕
行（
小
木
中
学
校

校
務
員
）
▽
多
賀
史
晃（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
皮
膚
科
医
師
）
▽

谷
内
裕
輔（
同
小
児
科
医
師
）
▽

西
川　

諒（
同
内
科
医
師（
併
任
・

石
川
県
職
員
））
▽
山
本
怜
奈（
同

内
科
医
師
）
▽
杉
山　

絃（
同
内

科
医
師
）
▽
渡
来
未
佳
子（
同
臨

床
検
査
技
師
）▽
黒
﨑
恵
里
香（
同

看
護
師
）
▽
田
原
詩
織（
同
看
護

師
）
▽
酒
井
俊
太
郎（
同
看
護
師
）

■
勤
務
延
長
更
新

▽
滝
川　

豊（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
名
誉
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
任
期
付
更
新

▽
小
森
和
俊
（
公
立
宇
出
津
総
合

幹
）
▽	

吉
田
真
紀
子
（
小
木
支

所
主
幹
）
▽
仲
谷　

宗
（
企
画
財

政
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
地

域
戦
略
推
進
室
主
幹
）
▽
藤
谷
雅

美
（
税
務
課
主
幹
）
▽
小
原
信
幸

（
監
理
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
）
▽
蒲

田
政
彦
（
住
民
課
主
幹
）
▽
川
口

陽
子
（
健
康
福
祉
課
主
幹
）
▽
大

鷲
陽
子
（
健
康
福
祉
課
主
幹
）
▽

平　

茂
之
（
建
設
課
主
幹
）
▽
吉

田
源
一
郎
（
ふ
る
さ
と
振
興
課 

地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
（
定
住
促

進
協
議
会
事
務
局
長
併
任
））
▽

山
下
知
美
（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▽
又
多
敏
晴
（
上
下
水
道
課
主
幹

（
内
浦
浄
水
場
））▽
大
倉
一
郎（
会

計
課
主
幹
）

■
係
長
級

▽
道
下
康
郎（
議
会
事
務
局
係
長
）

▽
坂
本
賢
太
郎
（
総
務
課
係
長
兼

危
機
管
理
室
係
長
）
▽
寺
川
和
美

（
総
務
課
係
長
）
▽
高
戸
直
美
（
鵜

川
支
所
係
長
）▽
下
谷
内
奈
緒（
税

務
課
係
長
）
▽
岩
住　

均
（
住
民

課
係
長
）
▽
山
本
真
理
子
（
住
民

課
係
長
）
▽
橋
本
信
康
（
住
民
課

係
長
）
▽
喜
多
隆
志
（
住
民
課
係

長
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略

推
進
室
係
長
）
▽
濵
田
知
子
（
健

康
福
祉
課
係
長
）▽
時
長
弘
志（
建

設
課
係
長
）
▽
蔵
前
雅
子
（
ふ
る

さ
と
振
興
課
係
長
）
▽
灰
谷
貴
光

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推

進
室
係
長
（
定
住
促
進
協
議
会
事

務
局
併
任
））
▽
布
浦
洋
平
（
上

下
水
道
課
係
長
）

■
主
査
級

▽
千
徳　

博
（
総
務
課
秘
書
室
主

査
）
▽
玉
地
大
輔
（
企
画
財
政
課

主
査
）
▽
小
坂
陽
一
（
税
務
課
主

査
）
▽
蔦　

恵
一
（
税
務
課
主
査
）

▽
小
弥　

恵
（
住
民
課
主
査
（
多

目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））
▽
河
端

逸
美
（
住
民
課
主
査
）
▽
高
山
智

美
（
住
民
課
主
査
）
▽
清
間　

洋

（
住
民
課
主
査
）
▽
安
田　

優
（
住

民
課
主
査
）
▽
出
村
光
里
（
健
康

福
祉
課
主
査
）
▽
坂
口
育
代
（
健

康
福
祉
課
主
査
）▽
中
山
正
嗣（
ふ

る
さ
と
振
興
課
主
査
）
▽
中　

道

紀
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略

推
進
室
主
査
（
定
住
促
進
協
議
会

事
務
局
併
任
））
▽
綱
屋
栄
次
郎

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推

進
室
主
査
（
定
住
促
進
協
議
会
事

務
局
併
任
））
▽
大
澤　

融
（
上

下
水
道
課
主
査
）▽
久
田　

緑（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
主

査
）

病
院
栄
誉
院
長
兼
消
化
器
科
医
長

（
短
時
間
勤
務
））

■
再
任
用
更
新

▽
本
谷
敏
博
（
企
画
財
政
課
係

長
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））
▽
谷
内
裕
幸
（
住
民
課
主

幹
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽

大
門
康
博（
住
民
課
担
当
課
長（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））
▽

薩
摩
浩
美
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
事
務
局
主
事
）▽
安
田
豊
光（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
上
田
二
三
夫
（
建

設
課
技
能
職
員
）

■
再
任
用

▽
角　

修
一
（
総
務
課
主
幹
（
小

木
支
所
））
▽
豆
田　

猛
（
総
務

課
主
幹
（
鵜
川
支
所
長
））
▽
江

端
由
爾
（
住
民
課
主
幹
（
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽
桶
間

　

実
（
農
林
水
産
課
主
幹
（
総
合

窓
口
）
▽
橋
谷
久
司
（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
幹
）
▽
田
代
千

鶴
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育

士
）
▽
佐
野
静
子
（
し
ら
さ
ぎ
保

育
所
保
育
士
）
▽
北
口
弘
美
（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
舩
山　

茂
（
住
民

課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
））
▽
藤
田
郁
夫
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
臨
床
検
査
技
師
）

▽
森
下
裕
美
（
同
看
護
師
）
▽
森

　

美
枝
子
（
同
看
護
師
）
▽
井
田

正
子
（
同
看
護
師
）
▽
川
本
球
美

（
同
看
護
補
助
者
）

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
角　

修
一
（
議
会
事
務
局
事
務

局
長
）
▽
大
鷲
克
宏
（
町
民
課
課

長
）
▽
北
畠
弘
信
（
環
境
対
策
課

課
長
）
▽
桶
間
実
（
農
林
水
産
課

長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

江
端
由
爾
（
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
）
▽
豆
田　

猛
（
税
務
課
課

長
補
佐
）
▽
橋
谷
久
司
（
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
）
▽
北
口
弘
美

（
環
境
対
策
課
技
能
職
員
（
多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
））
▽
舩
山　

茂
（
同
技
能
職
員
）
▽
川
本
球
美

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
補

助
者
）
▽
田
代
千
鶴
子
（
ひ
ば
り

保
育
所
所
長
）
▽
鳥
毛
結
衣
（
柳

田
保
育
所
保
育
士
）
▽
廣
正
修
一

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
副
院
長

兼
循
環
器
科
医
長
）
▽
南
部
旨
利

（
同
小
児
科
医
長
）
▽
竹
田
義
克

（
同
内
科
医
師
（
併
任
・
石
川
県

職
員
））
▽
望
月
弘
和
（
同
皮
膚

科
医
師
）
▽
長
井
一
樹
（
同
内
科

医
師
）
▽
藤
田
郁
夫
（
同
臨
床
検

査
技
師
）
▽
森
下
裕
美
（
同
総
看

■
主
事
級

▽
田
原
総
一
朗
（
総
務
課
主
事
兼

危
機
管
理
室
主
事
）
▽
朝
川
千
春

（
住
民
課
主
事
）
▽
久
田
孔
輝
（
住

民
課
主
事
）
▽
鷹　

さ
つ
き
（
住

民
課
主
事
）
▽
釣
谷
拓
史
（
建
設

課
主
事
）
▽
亦
木
梨
奈
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
主
事
）▽
新
谷　

恵（
会

計
課
主
事
）

■
保
育
所
長

▽
岩
崎
み
ゆ
き（
ひ
ば
り
保
育
所
長
）

▽
高
田
滋
子
（
柳
田
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▽
水
元
智
子
（
鵜
川
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▽
山
岸
ゆ
か
り
（
柳
田

保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
保
育
士

▽
田
村
怜
奈
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

保
育
士
）
▽
冨
田
江
美
子
（
ひ
ば

り
保
育
所
保
育
士
）
▽
一
谷
綾
香

（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）
▽
笹

野
遥
香
（
鵜
川
保
育
所
保
育
士
）

▽
中
田
有
香
（
柳
田
保
育
所
保
育

士
）
▽
嘉
枝
理
愛
（
柳
田
保
育
所

保
育
士
）

■
技
能
労
務
職

▽
干
物
弘
治
（
上
下
水
道
課
労
務

職
員
（
矢
波
浄
水
場
））

■
医
師

▽
三
崎
嗣
穂
（
副
院
長
兼
内
科
診

護
師
長
）
▽
森　

美
枝
子
（
同
副

総
看
護
師
長
）
▽
堂
坂
春
美
（
同

主
任
看
護
師
）
▽
井
田
正
子
（
同

看
護
師
）
▽
吉
村
幸
代
（
同
看
護

師
）
▽
坂
下
陽
香
（
同
看
護
師
）

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
下
野
信
行
（
町
参
事
兼
庁
舎
建

設
室
長
）
▽
東
崎
明
美
（
総
務
課

危
機
管
理
室
係
長
（
奥
能
登
広
域

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
派
遣
））

▽
田
中　

孝
（
小
木
支
所
係
長
）

▽
道
下
可
長
（
鵜
川
支
所
長
）
▽

平　

美
代
子
（
鵜
川
支
所
係
長
）

▽
平　

彦
邦
（
環
境
対
策
課
主
幹

（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
））

▽
畝
村
義
夫
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

主
幹
（
定
住
促
進
協
議
会
事
務
局

長
））
▽
山
崎
忍
（
上
下
水
道
課

係
長
（
五
十
里
浄
水
場
））
▽
三

宅
章
子（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
辺
焼
幸
弘
（
小
木
中
学
校
校
務

員
）
▽
山
岸
喜
美
子
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
看
護
師
）
▽
谷
野
ま

ち
子
（
同
准
看
護
師
）
▽
山
岸
由

紀
子
（
同
看
護
師
）
▽
西　

紀
子

（
同
看
護
師
）

平
成
30
年
3
月
26
日
付

人
事
異
動

　

能
登
町
役
場
の
4
月
1
日

付
人
事
異
動
は
3
月
26
日
に

内
示
さ
れ
ま
し
た
。


